
①地区の概要
【地区の現況】
人口１１８人、高齢化率５９．３% （令和４年１月末日現在）

【地区の魅力】
歴史、文化を伝える 「旧割元庄屋美濃地屋敷」を地域のシンボ

ルとし「道の駅匹見峡」「産直市出合の里」を中心に地域の活性
化を図っています。「奥匹見峡」「表匹見峡」といった景勝地を有
し、四季の風情を味わうことができる自然豊かな地域で育まれた、
人と人との様々なつながりが魅力です。

【地区の課題】

冬場の自然環境の厳しさや高齢化による生産基盤の脆弱、除
雪の負担、移動手段の困窮、医療介護の不安等多々あります。

地区の写真

※風景、人物、シンボル、活動状況等何でも可

島根県益田市道川地区

地域づくりのテーマ：輝け笑顔! 深まれ絆！行くぞ道川！～出合い ふれあい 助け合い～ 笑顔がつなぐ明日の道川

②地域自治組織の概要
【組織の名称】
◆ 「道川地域づくりの会」

【会員】
◆ 道川地区に居住する全住民

◆ 道川自治会

◆ 地域で活動する各種団体及びグループ

◆ 趣旨に賛同する者

④地域の魅力化に向けた取組
恵まれた豊かな自然や特色を活かしながら、「住む人」「来る人」

の出合いにより、地域の賑わいを創出し、お互いの助け合いや
ふれあいをとおして、いきいきと安心して暮らすことが出来る地
域を目指します。
～目標を達成するための３つの取り組み～
◆～出合い～ 賑わいづくり・・・

・人が集まる機会を創る活動
・地域の宝を活かす活動
・里山の景観を活かす活動

◆～ふれあい～ひとづくり）・・・
・歴史文化をつなぐ活動
・地域のつながりを育む活動
・ひとりひとりの個性を育む活動

◆～助け合い～暮らしの安心づくり・・・
・暮らしを守る活動
・生活環境を守る活動

③地区の人口シミュレーション（２０１６年－２０２１年）

【組織図】

【道川地域づくりの会 会長メッセージ】

地区の中心部に在った古い施設（旧診療所、倉庫）の解体を行っていただき、感謝しているところです。
おかげさまで、有形登録文化財である旧割元庄屋美濃地屋敷もより引き立って見えるようになりました。
コロナもなかなか終息しませんが、「出来る活動はなるべくやっていこう。」と思っています。
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～助け合い～
暮らしの安心づくり

資料：島根県中山間地域研究センター「2021人口推計シート」



■4月 「道川地域づくりの会」総会、年間活動計画、予算の承認、役員、企画委員改選

≪今年度第２期まちづくりプランを策定。第１期の振り返り、活動内容の見直し、継続、新規
事業に取組むうえで必要な協議を行っています≫

★ 主な話し合いの内容
○文化遺産を活かした地域づくりについて
○暮らしの安心づくり 聞き取り調査実施について
○魅力ある景観、整備活動について
里山保全及び川辺の広場維持、管理等
自然と調和した地区のＰＲと分散型集客について

○慢性的な人手不足がもたらす地域課題について
有害鳥獣対策と特産品開発を合わせ、関係人口を
増やしていく取り組みについて

○地域内交流（世代間交流）事業について
コロナで中止とした活動を今後どう復活させるか

○構成団体の活動状況把握、情報、課題共有 ○小学校跡地利用について

島根県益田市道川地区

⑤こんなことが話し合われています

〒６９８－１２０１
島根県益田市匹見町道川イ１３３－１ 清流会館
道川地域づくりの会（事務局：益田市道川公民館内）
ＴＥＬ：０８５６－５８－０００１ ＦＡＸ：０８５６－５８－０００２

http://michikawa.info

お問い合わせ先

⑥こんな地域づくりを行なっています

「高齢者が暮らしやすい環境は、すべ
ての住民にとって、将来の安心につな
がる。」との観点から、今年度、概ね７０
歳以上の方を対象に聞き取りアンケー
トに協力していただきました。明日につ
なげる仕組み作りに取り組みます。

～ふれあい～ ひとづくり ～助け合い～ 暮らしの安心づくり～出合い～ 賑わいづくり

【学び合いの場】に積極参加

幼児から高齢者まで住民が一堂に集い、
地域の絆を深め、学び合う地域内交流
事業は、今年度もすべて中止としました。
健康づくり教室や各地区へ出かけての
介護予防事業や生活安全教室など、公
民館活動への積極的な参加を呼び掛け
ています。

「文化遺産を活かした地域づくり」

今年度より、美濃地屋敷の屋根の
葺き替えが行われています。地域の
シンボルとしてますますの利活用に
取り組んでいます。また、石見神楽を
大きく描いた広場では、神楽のＰＲも
兼ね、フリーマーケットを開き、猪コ
ロッケや加工品の販売も行いました。

生活安全教室

【暮らしを守る】取り組み 第１歩！
健康づくり

【生活安全・スマホ教室】

暮らしに不可欠ともなったスマホ！、
安心安全な日常を送るために、公民
館に指導してもらっています。

菊花展同時開催

６月１３日種まき ８月上旬開花

http://michikawa.info/

